
様式第二号の八(第八条の四の五関係)

(第１面)

産業廃棄物処理計画書

  令和6年  6月 日

愛 知 県 知 事 殿

提出者   株式会社アイシン       

住 所  愛知県刈谷市朝日町2丁目1番地

氏 名  取締役社長  吉田 守孝  

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号         0566-24-8441

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 株式会社アイシン 田原工場

事 業 場 の 所 在 地 愛知県田原市緑が浜2号2番地

計 画 期 間 令和6年4月1日～令和7年3月31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 31 輸送用機械器具製造業

② 事 業 の 規 模 売上高  ４兆９０９５億円

③ 従 業 員 数 ２，４７２ 名 (田原工場)

④産業廃棄物の一連

の処理の工程
(別紙 図１，２，３のとおり)

(日本工業規格 Ａ列４番)
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(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

 

 

 (別紙３のとおり) 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 令和5年度 ）実績】       

産業廃棄物の種類 (別紙のとおり)  

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

(別紙１のとおり) 

 

 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 (別紙のとおり)  

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

(別紙１のとおり) 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

① 現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

 (別紙１のとおり) 

③ 計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

 (別紙１のとおり) 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 令和5年度 ）実績】   

産業廃棄物の種類 - - 

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
-ｔ -ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 - - 

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
-ｔ -ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 令和5年度 ）実績】   

産業廃棄物の種類 汚泥(排水処理)  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
0ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
7,523 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・水溶性油脂の使用量低減活動 

・凝集剤添加量管理方法を見直し、脱水汚泥の含水率を適正管理 

することにより汚泥減容化 

・スクリュープレス脱水機を導入(平成24年)し、汚泥減容化 

② 計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 汚泥(排水処理)  

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
8,054ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・水溶性油脂の使用量低減活動の継続 

・凝集剤添加量管理による脱水汚泥の含水率適正管理を継続 

・汚泥低減アイテムの調査、検討 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 令和5年度 ）実績】   

産業廃棄物の種類 - - 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

-ｔ -ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 - - 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

-ｔ -ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（ 令和5年度 ）実績】   

産業廃棄物の種類 (別紙２のとおり)  

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 (別紙２のとおり)  

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（別紙１） 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

現状 

【前年度（令和5年度）実績】       

産業廃棄物の種類 汚泥 
（排水処理） 

廃油 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木屑 
ｶﾞﾗｽ・ 

陶磁器屑 
 

排 出 量 7,993ｔ 320ｔ 186ｔ 6ｔ 22ｔ  

（これまでに実施した取組） 

・工程内リサイクルの推進。 

・発生抑制を考慮した製造方法を検討。 

 

 

 

計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥 
（排水処理） 

廃油 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木屑 
ｶﾞﾗｽ・ 

陶磁器屑 
 

排 出 量 8,558ｔ 342ｔ 199ｔ 7ｔ 23ｔ  

（今後実施する予定の取組） 

・低減アイテムの調査、検討。 

・前年取組みの継続。 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

 

 

 

 

 

 

計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・前年取組みの継続。 

 

 

 

 

 

 

 

（別紙２） 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 現状 【前年度（令和5年度）実績】  



 

 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木屑 
ｶﾞﾗｽ・ 

陶磁器屑 
 

全 処 理 委 託 量 1,014ｔ 320ｔ 186ｔ 6ｔ 21ｔ  

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
1,014ｔ 320ｔ 59ｔ 6ｔ 21ｔ  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ  

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

0ｔ 0ｔ 127ｔ 0ｔ 0ｔ  

（これまでに実施した取組） 

・処理内容を確認し、処理業者と適正な委託契約を締結する。 

・処理業者が適正な処理を実施しているかどうか定期的に確認する。 

 

 

 

 

 

 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油 廃ﾌﾟﾗ 木屑 
ｶﾞﾗｽ・ 

陶磁器屑 
 

全 処 理 委 託 量 1,103ｔ 342ｔ 200ｔ  7ｔ 22ｔ  

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
1,103ｔ 342ｔ 64ｔ  7ｔ 22ｔ  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ  

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

0ｔ 0ｔ 136ｔ 0ｔ 0ｔ  

（今後実施する予定の取組） 

・前年取組みの継続。 

・排水処理場での上澄み油の有価検討 

 

  

 

 

 

 

 



－1－ 

別紙 3 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 （１） 責任者及び管理組織図 

環境委員会委員長 田原工場工場長 ： 西 康秀 

産業廃棄物処理責任者 田原工場 環境 G 主幹 ： 本田 健太朗 

特別管理産業廃棄物管理責任者 
安全健康推進部 健康支援グループ 産業医 ： 甕 祐史 

田原工場 環境 G  ： 新美 裕司 

産業廃棄物処理施設技術管理者 田原工場 環境 G 原動係 工長 ： 荻野 隆司 

廃棄物担当部門 

（田原工場環境Ｇ） 

組織名 ： 田原工場 環境 G  

職・氏名 ： グループ長 ・ 岩本 圭史 

組織人数 ： 10人 

役 

割 

環境委員会 

○廃棄物低減計画の承認・フォロー 

○廃棄物低減・リサイクル目標･活動計画案の作成・実施状況チェック 

 ⇒廃棄物の発生抑制、再生利用、中間処理、分別、適正処理の推進、計

画的な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項を検討する。 

  ・委員長：工場長    副委員長：室長  

・委員：公害防止統括者、管理者、室長、課長  《事務局：環境 G》  

廃棄物処理施設 

技術管理者 
○廃棄物処理施設の維持管理に関する技術的な確認 

特別管理産業 

廃棄物管理責任者 
○特別管理産業廃棄物の処理に関する専門的な確認 

廃棄物担当部門 

（環境 G） 

○環境委員会（廃棄物分科会）運営 

○廃棄物管理状況の把握と改善策の検討・低減活動の推進 

○処理業者、再生利用業者の調査、選定、管理 

○委託契約の締結 

○産業廃棄物管理票の交付・管理 

○監督官庁への各種報告 

○社員、関連会社に関する教育・啓発 

○その他関係する事項 

廃棄物管理組織 

他分科会 

廃棄物処理施設技術管理者 

特別管理産業廃棄物管理責任者 

廃棄物処理責任者 

廃棄物分科会 

＜事務局＞ 
環境課 

年 度 活 動 計 画 

年 度 目 的 ・ 目 標 

目 的 ・ 目 標 

環境委員会 

各部業務実施計画書 

職  制  活  動 



図１． 排水処理フローシート 
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仕入先 粗材加工 単品前加工 熱処理 単品仕上げ加工 　サブ組立 　　　メイン組立 完成品検査 出荷整備 顧客

アイシン田原工場の製造工程ﾌﾛｰと発生する廃棄物

アルミ部品

アルミ部品鍛造部品

プレス部品

アルミ部品外製部品

アルミ部品鋳物部品

インゴット 溶解･鋳造 機械加工 含浸

鋳造 機械加工

ブランク加 機械加工

プレス加工 機械加工

浸炭焼入 機械加工

高周波焼入

サブ組立
メイン
組立

完成品検査 出荷整備 顧客

溶解･鋳造

インプット アウトプット

電
気

ガ
ス

油
脂

水

騒
音
振
動

ば
い
煙

廃
棄
物

排
水

ｱﾙﾐﾄﾞﾛｽ、ｱﾙﾐ油付
きｶｽ、廃油など

ｱﾙﾐ切粉、ｱﾙﾐ部品
不良品、廃油など 含浸ｶｽ、含浸廃液、

汚泥など

切粉（鉄）、鉄部
品不良品、砥石
屑、汚泥（研磨
粉）、廃油など

切粉（鉄）、鉄部
品不良品、砥石
屑、汚泥（研磨
粉）、廃油など

切粉（鉄）、鉄部
品不良品、砥石
屑、汚泥（研磨
粉）、廃油など

焼入れ廃油、汚泥など

端材、廃油など 汚泥、廃油など

廃包装材、汚泥、廃油、
不良部品など

廃包装材、汚泥、廃油、不良部品など

汚泥、廃油、不良部品など

主に発生する廃棄物
名を記載

汚泥

廃棄物発生ﾌﾛｰ

切粉

廃油

研磨粉

部品屑

端材

不良品

ｱﾙﾐ
ｶｽ、
ﾄﾞﾛス

廃包装材

脱水処理 社外にてﾘｻｲｸﾙ

脱切削油処理 社外にてﾘｻｲｸﾙ

専用集積場に集める 社外にてﾘｻｲｸﾙ

専用集積場に集める 社外にてﾘｻｲｸﾙ

専用集積場に集める 社外にてﾘｻｲｸﾙ

専用集積場に集める 社外にてﾘｻｲｸﾙ

専用集積場に集める 社外にてﾘｻｲｸﾙ

専用集積場に集める 社外にてﾘｻｲｸﾙ

専用集積場に集める 社外にてﾘｻｲｸﾙ

図 ２



多目的
グランド

駐車場

中庭

80
駐車場

守衛所

エネルギー棟 総合廃水
処理場

81
駐車場

田原工場 廃棄物の減容化・リサイクル

工業用水
受水槽

切粉・油分離ｼｽﾃﾑ

スクリュープレス脱水機：44m3/日
多重円盤式脱水機：52.8m3/日

油脂倉庫

No.④資源集積場
・通箱・樹脂缶
・廃木材・ｶﾞﾗｽ
・廃布・廃ﾌｨﾙﾀｰ類 

油脂倉庫
・廃油（油水・ｽｶﾑ・廃ATF）
・空一斗缶

集中給油室（工場2階）
・ATF（自動回収設備）

No.②資源集積場
・金属屑・砥石屑
・ｽﾌﾟﾚｰ缶

No.①資源集積場
・一般廃棄物
・ﾘｻｲｸﾙ可能ﾌﾟﾗ
・ﾘｻｲｸﾙ不可ﾌﾟﾗ

No.③資源集積場
・空缶・試薬空ﾋﾞﾝ
・蛍光灯・電池類

切粉処理場
・遠心分離機
（ｱﾙﾐ・ｽﾁｰﾙ・鋳物）

CVTEC

図 ３

No.⑤資源集積場
・有価ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
・有価古紙

廃油の静置分離・濃縮工程
（廃油・油水・再処理水・スラッジ）

廃油の油水分離ｼｽﾃﾑ汚泥の脱水ｼｽﾃﾑ


